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M n - G e 系 の 金 属間化合物は 7種あるが､特異な故性を示す ものが多い｡1)-3) N-h5G82はト 恥:.6Ge
ど ? -h 5Ge3と の 固 相 反応により生する化合物で､その組成範囲は振めて狭く･削 ヒ反転温度 (co- nsation
te即 eraturQ)を も つ フェリ縫性休 (NOT.elのN型 )である｡1)･4)結晶構造は､Ohbaら5)により決定された.
そ れ は 斜 方 晶 系 に 属 し･空間群は王ba.､unitcellに28個の原子(ミXn5Ge2)を含み･伽原子は4b､8f､8jの 3 種○ ●
の 位 置 を 占 め る ｡ 格子定数は室温において a:li.781A､b;6.136A､czE5.368Aである｡結晶構造が詳細 に 分
か っ た の で ､ 我 々は新たに試料を作成 して磁気滴定並びに中性子粉末回折を行い､ この化合物の塩気構 造 に
つ い て 以 下 の ような結論を得た｡
試 料 作 成 法は次の通りである｡純度9.9‡の電








す ｡ 6)キュリー海度は 710R､月日ヒ反転温度は
3 9 5Kと定められる｡ ○で示 したのは､磁場 100
k O Oまでの磁化曲線を各温度において渦宜し､最
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Figb1
小 白 乗法を用いて､飽和薄近刑の式 X(H)=Xo◆xH'b/H2に実崇債をfitさせて求めた自発故化Xoの値であり､
4 ･ 2 Rにおける値11･081u/gは約0･17JL8/W =相当する｡
粉 末中性子回折の実験を､原子力研究所のJRR-2原子炉に設置された回折装置を用い､試料温度13K､
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分の塾を選んでこれを固定し､ そ の 大 きさ､換言すれば尺度因子､を唯一のパラメタとして､計井結果がキ
ュリー温度として710 R を 与 え る よ う に 調 節 し た .この種にして得られたシミユレ丁シヨンの結果を Fig･4
に示す｡ 計算の 結 果 得 ら れ た 砿 化 反 転 温 度 は 410a
で､実験値 395 Rと よ く 一 致 し て い る ｡ 又 ､ 副 格子 1
縫化の涼度 依 存 性 に つ い て も ､ 8j位 置 の h の 故 気モ
ーメン トは､8f位 置 や 4b位 置 の も の に 比 べ て ､ 温度
変化が少ないという 性 質 を 再 現 し て い る . 唯 一 つの
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